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八ト㌧－ザや穿孔織での碓奉は極めて高い．然もブルド

ーザはその据上げ土塁も多く僑穴として理想的なもの

である．

所とか大木横の襲い所旺穿孔の塵音になってその能率

は低Fする．向機械共芋掘りに比べその碓率に【大きい

がj■長丘の果樹園は急傾斜他にまで進んで来て射りこれ

しかし穿孔機はその能率は高hが大きい礫の多い場　　等の場所での尖朋化は今後検討を要するIjq越点である・

第2衣　能　率　調　査

　 項

亘　 目
組 作 業 1 穴 当 （時 間 ） 1 失 当 掘 上 げ 1 が 当 り土 畳 1 （）a 当 （2 0 穴 ）

拙 サ ク J 埋 戻
別 人　 月． 穂 サ ク 埋 戻 し 合　 計 土　 品　 が 振 上 げ 時 間 し時 陶

ブ ル ドー ザ 1 1 分 1 2 秒 4 2 秒 1分 5 2 秒 且・1 3 3 秒 4 5 分

穿 J L　 機 2 1 8 秒 （人力 ）・1 0 秒 5 8 秒 仏2 3 4 分 1 2 秒

1 時間 2 分

人 力　　 3 分

手　 短I l血 1 3 0 分・ 0 秒 8 分　 0 秒 3 8 分　 0 秒 は5 7
1 3 分 2 0 秒

1 1 時 間
手　 掘　 動 1 2 時間 5 0 分　 0 秒 2 時 間 5 0 分 2．2 8 5 6 時間 4 0 分

簡 易 手 掘 1 3 分　 0 秒 1 分　 0 秒 4 分 u O 9 1 時間 2 1 分

（108当緬サク埋戻し時間は移動時間も含む）

（拙サク埋戻し時尚は休憩時間を含まない）

第3表　所　要経費

区　 項 目 1 日当　 鯉出 1 時間当 1 0 a 当 l　 穴　 当 1 が当土丑

別 （8 時 間 ） 経　　 費 経　　 費 経　　　 費 掘上げ経費

ブル ドーザ 3 lt 0 0 0 円 a O O 0 円 7 5 0 円 3 7 5 円 1 1 円

穿 孔 機

手 掘 因

トラクター　 5，0 （J O 〝

人　 夫　 7 0 0 一グ

6 2 5 タ

8 7 。グ
2 3 0　グ 1 1．5 ク 5 0 ク

〃　　　　　　　 7 0 0 ク 8 7 ク 9 5　7 ク 4 7 8　タ 8 4 ．㌢

手　 掘　 励 〃　　　　　　　 7 0 0 ク 8 7　タ 4．9 1 5 ク 2 4 5，7　タ 1 0 8 ク

簡 易 手 掘 7 0 0 ク 8 7 ク 1 3 0　〃 氏5 ク 7 2 。グ

（ブルドーザは1810時間作業）

イ　チ　ゴ導入品種の特性について

高井隆次・花岡　保・佐藤忠弘・遠藤敏夫

（園試盛岡支場）

1　ま　え　が　さ

当場ではイチゴの育種をすゝめるに当れ　優良品雌

を検索して育種素材とするため，欧米諸国から冷涼地

に通すると考えられる多くの品種を導入している．こ

のうち，1959年度に導入した米国品種24品種に

ついて，1962－ノ64年に亘少その特性を検討した

ので，成績の概要を報告する．

品座を導入するに際し御援助を戴いた森支場長，米

国農務省泉菜試験場H．H．Fi8her氏・並びに冷凍加

工試験に便宜をいたゞいた日本冷蔵株式会社盛岡工場

に厚く御礼申し上げる．

2・材料及び方法

1959年度に導入した品種は，米国において1950
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Albri tton

でonno8800　Shlpper

Tonn88　日はO Boauty

Vormilion

Pre皿ier

Sparkl。
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これらの品種は，1960～，61年に増殖を行なった

後，当場慣行による株作り法で栽培し，l！）62－，64

年に亘り卓軌果実特性，収量等の主要形幻について調

査を行なった．試験区はl区12株．ユ6れ：i区制で

任意配列法によった。加工形質のうち冷疎加工について

たし　日冷盛岡工場の－23●Cの冷凍室で凍結させた後，

－18‘Cの冷凍室で保存したものを3～4ケ月後に解凍

調査を行なった．

3　試験結果及び考編

主要な果実形賀及び収適の調査結果は．第2表及び第

3表のとお1少である．

一般にこれら導入品厘は，軍勢腫感であり．果実は果

皮がしっかわして，巣色果肉色共に凛紅色で大栗であり．

酸味やゝ多く，加＿工形質の度れているものが多かった．

収畳については，1年株は1962－■64年の3年間，

2年株は1963・｝’64年の2年閲の調査結果の平均で

あるが，一般に近年育成されたものゝ中に多収品種が多
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く認められた。

以上3年間の試験結果及び観察から，第2表のEar1

－1（lawn以下Frontenac　までの11品種はいづ九も

革勢旺盛多収で，果実形質も優れてhたが，次に述べ

る5品種は特に有望と考えられた．

1．　Earlid．awn

早生種でダナーよ少も3～5日早く仁特に初期収量

が高い．草勢技中程度でランナーの発生は多くなり

小弟はやゝ杯状となれ　コンノくクトした草姿である．

果実は比較的大きく収操康朋まで′トさくならず眉乗が

少い．朱色戒紅で堅く，加工形質も優れているが．や

や戚味多く甘味少いので食味はダナ一に比較してやゝ

劣るが．早生品座として特長の参る品種である．果硬

短く観察によれば耐箱性があるようである．

妻．　Redglov

中生種に属し，果実は鮮紅色で光沢があわ極めて美

しい果実である。果形良好で大束，且果皮がしっか少

してか少，芳香甘味に優れ生食用として期待される．
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第2表　導入品種の主要な果実形質

1（〉0

品　 種　 名 熟　 朋 果　 色
果 形 l

帯 離 れ 堅　 さ 食　 床 酸　 味 加 工 形 質 （芸 孟 宗 ）

凰 r l i d ．a W n 早 濃　 紅 円　 錐 難 中 中 ヤ ヤ 多 良

R o d g l o v 中 鮮　 紅 円　 錐 ヤ ヤ 易 中 ヤ ヤ 良 中 穣　 良

S u r O C r O p 中 濃　 紅 円　 ＃ 難 中 中 ヤ ヤ 多 良

F l o r l d a 　 N l n e t y 中 濃　 紅 楔 易 中 中 多 極　 良

P o c a h O n t a 8 中 鮮　 紅 円　 錐 中 中 中 ヤ ヤ 多 極　 良

m l t o n 中 濃　 紅 円　 錐 難 ヤ ヤ 硬 中 中 良

A l t）1 1 t t o n 中　 晩 凛　 紅 円　 錐 難 ヤ ヤ 硬 中 中 良

F l o t e h 8 r 中　 晩 鮮　 紅 円　 錐 難 中 ヤ ヤ 良 中 中

A r m O r O 中　 晩 濃　 紅 円　 錐 中 ヤ ヤ 歓 中 中 中

E r l e 晩 鮮　 紅 円　 錐 難 中 中 ヤ ヤ 多 中

F r o n t o n a c

B 1 8 ．k O m O r O

娩

中

濃 紅

鮮 紅

円 錐

円 錐

難

易

中

中

中

中

ヤ ヤ 多

ヤ ヤ 多

中

良

T o n n o 8 8 8 8 　 S h l p p o r 中　 早 濃　 紅 円　 錐 ヤ ヤ 易 中 中 多 良

D i x l o l a n d 中　 早 濃　 紅 長　 楔 ヤ ヤ 易 ヤ ヤ 硬 中 多 良

P r e 皿i e r 中 紅 楔 中 軟 中 中 不　 良

C a t 8 k l l l 中 鮮　 紅 楕　 円 中 歓 中 中 中

T O n n 8 8 8 8 0 　 B o a u t y 中 濃　 虹 楔 易 中 中 ヤ ヤ 多 中

V o r 皿1 1 1 0 n 中 鮮　 紅 円　 錐 難 中 中 中 良

U t a h 　 S b l p p O r 中 濃　 紅 円　 鎧 中 碇 中 ヤ ヤ 多 中

R o t）1 仁10 m 中 濃　 紅 円　 錐 難 中 中 中 ヤ ヤ 不 良

E a n n O r 　X i n g 中 濃　 紅 円　 錐 雌 中 中 少 中

S p a r k l o 中 濃　 紅 円　 錐 嬉 中 中 ヤ ヤ 多 中

I n 8 t l t u t 8 　 Z 4 晩 獲　 紅 円　 鎧 難 中 中 ヤ ヤ 多 中

I n 臼t l t ll t O X 2

幸 玉

晩

中

濃 紅

紅

円 慮

円 錐

雌

蝶

中

中

中

ヤ ヤ 良

中

少

中

不 良

D o n n O r 　　　　　　　　　　 早 濃　 紅 円　 錐 艶 中 良 中 ヤ ヤ 不 良
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第3表　導入米国品種の生産力

（12枚当幻　1962－64年の平均）

品　 種　 名
1　 年　　 侯　　　　　　　 2　　 年　　 株

個　 数 重　 量 1 果平均重 個 数

1 0．6 タ 4 6 8

重 量

5 4 3 7 才

1果平均重

1 1．6 タ
E a r l ld av n 1 9 6　 ケ 2 0 7 1タ

R od g l ov 2 1 9 2 3 7 3 1 0．8　　　　 4 2 7 4 5 4 8 l tj．7

S u ro c ro p 1 9 3 2 3 1 0 1 2．0　　　　 5 6 4 5 5 1 3 象8

F l or l d a　N in oty 2　9 1 2 4 6 7 a 5　　　　 7 2 4 5 5 0 6 7 6

Po ca h on ta 8 2 7 5 2 6 2 9 9．6　　　　 4 8 2 4 7 5 8 説9

飢11 t on 2 0 0 2 4 2 2 1 2．1　 ㌢5 8 4
5 5 9 4 a 6

A l l）r l t ton 1 7 3 1 9 2 7 1 1・1 巨 3

川 2 1 7 3 4

1 1・5 F 5 3 5

5 3 4 9 1 （L2

F l et c h er 2 9 1 2 9 7 9 7 0 1 6 a 6

A r皿O r e 2 1 7 2 4 8 5 6 2 9 6 1 1．8

E r io 2 4 3 2 8 0 8 1 1．6　　　　 5 5 1 6 2 9 5 1 1．4

F ro n t O na e

B 18．k o皿O r O

2 0 8

1 9 8

2 7 9 1

1 5 1 6

l a 4 5 3 5

7 7 ！ 4 1 6

6 9 0 5

4 4 2 6

1 2．9

1 0．6

T o n n o 8 8 0 0　S h i p p or 1 7 1 1 2 6 7
7 4　 ㌦ 7 。

2 2 2 6 8 2

Di x i8 1 a nd． 2 4 3 2 7 1 6 1 1．1　　　　 4 6 3 4 7 2 2 1 （1 2

p ro皿l e r 2 2 0 1 6 2 6 7 4　　　　 4 0 9 3 2 9 5 a l

Ca t8 k i l l 1 5 5 1 6 9 4 1 0．9　　　　 5 3 1 4 8 7 1 乱2

TO n nO 8 8 0 0　8 0a u ty 1 1 9 1 1 0 2 訣3　　　　 5 2 8 4 1 2 5 7 8

V e r皿1 1 1 0 n 1 5 0 1 5 3 5 1 （12　　　　 3 5 1 3 4 7 4 札9

U t ah　8 b i p pO r 1 7 0 2 2 6 0 1 3．3　　　　 3 3 0 3 8 3 7 1 1．6

Ro b im 8 0n 8 0 8 7 0
：：； 鳥 ：

2 4 3 9 1 0．6

Ⅹ8 nn e r　k in g 1 5 6 1 9 7 6 3 8 7 2 1 2．0

S pa rk 18 1 9 8 1 7 9 9 a 1　 3 6 9　l 3 0 1 1 8 2

In e tl t u t O　Z 4 1 6 2 1 9 4 4
1 2．0　 1 4 3 9

4 9 7 6 1 1．3

n 8 ti tu t e X 2

幸 玉

1 2 7

1 5 6

1 9 5 3

1 4 3 3

1 5．4 2 4 4

乱2 6 9 7

3 2 7 4

5 4 1 6

l a 4

7 8

IX〉n n e r 1 8 2 2 2 1 8 1 2．2　　　　 3 8 1 3 2 1 1 8 4
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革勢旺盛であるが，夏期の斑点病に対し感受性が高い。

a s11rOCrOp

中性種で仁果実壮大果膿紅色，Rodglow　に似た形

質を有するが食味やゝ劣る．加工形質は良好であう，

生食加工兼用種と考えられる．革勢旺盛で，米国にお

いては横腐病耐病性品種として栽培されている．

亀　plorlda NlnOty

多分けつ菜教型の品種で，ランナーの発生非常に多

い・果実やゝ小さく，頗味強いが，果色，果肉色共に

濃紅で帯収少が容易であれ　ジャム，冷凍巣としての

形質も優れているので，加工用品種として期待される．

マット栽培よ少も株作少栽培の方が栽培しやすいよう
である．

晩生種で，中生種よ少も約10日程遅れて収穫が始

まカ，盛岡地方では6月末から7月上旬にかけて収穫

盛期となる．7エヤファックスの形質をかな少受けて

いるが，背黒はあま少発生しない．生育末期まで大果

てあれ　多収品種である．

以上述べた5品種は，わが国の冷涼地の栽培に摘し，

又慶れた特性を有しているので，育種素材としても有

望と考えられる，

その他の品種についてみると，BlakomOrO，Tonn

－0880O Shippor．Albrltton　は果実が堅くしっ

かわしてかわ，知cahOnt88　は多花房形で果実の掬

いがよく，FultOnは果形が正しh三角錐で種子が果

面より突出して果皮が傷まない点，Flotchorは香味

あわ且多収である点，又ArmOr8　Erioは中晩生大束

種として，VOrmillonは米国における根腐病匝Od

8tO01root rot）抵抗性品種としてそれぞれ特長

があれ　育種素材として優れた形質を有する品種であ

る．

一方Dixloland・は多収で果実形質も虔れているが

June Yollovの発生のため，from1Or，Cat8klll

は果実が軟い点，Tonn881代目）］訃Oauty，Utah Sh

－1ppOr■　Rot）1nBOn，Sparklo．EannOr Eing

はやゝ収是が劣るため，又In白titute X2．Z4　はカ

リフオルこヤ洲のような曖鱒育成輔である点などから

更に検討を誓すると考えられる．

1959年に導入した24品種の中，カリフオルニ

ヤ洲で育成された工n8titute X2．Z4を除き凡て米

国東都，中部地方で育成された品′；・：！であれその中で

も東北部の玲疲地常で育成された品種が巌も多い，こ

れら品種を育成繕過からみると，BlakomOrO群と

pairfax群に大別され，前者は加工形質において，

後者は生食用としてそれぞれ優れた形質を持っている

品種が多いが，イチゴにおいては，生食用加工用とし

ての形質の明味な区別がなく，又近年は両群の閥に多

くの組合せがなされているため，1950年後に育成

された品癌について特に区別することは出来なh．又

軍勢についても2，3の品種を除き菜重型．乗数型，

多花房型，多分けつ型等の生態型に分劃し，それと冷

涼地適応性とを結びつけることはやゝ困難であれ　こ

の点更に検討を要する．

4　む　ナ　ぴ

1959年度に米国より導入したイチゴ24品種に

ついて1962～64年に亘力株作り栽培によりその

特性を調査した．

1　冷涼地向品種としては，早生種としてEarli

－davn　中生種としてRedglow．surOCrOp晩生種

としてFrontonae加工用品和としてFlorida Ni＿

notyが適応性高く優良な結果を示した．

2　上記の他にPocahOnta8，Fuユton．Albritton．

ArmOrO，Erle●　F18teh8r　も有望と考えられる．

3　導入品種中，近年の育成種は一般に軍勢旺盛で

大乗多収であれ栗色■果肉色共鮮紅色又は漁紅色で

しかも果面堅くしっかりして輸送性があわ，酸度高く

加工形質の優れているものが多かった．糖度は全般に

低かったが，育種素材として優れた形質をもっている

品種が多かった．


